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傳



へ
聞

く
、
唐
土






長

安







の
都





に
、
蒋

生







と
云

ふ
は
、
其

の
土
地
官
員









の

好

い
處





。
何
某






の
男



で
、
ぐ
つ
と
色
身





に
澄



し
た
男





。
今
時






本
朝






に
は
斯
樣





の

も
あ
る
ま
い
が
、
淺
葱





の
襟



に
緋
縮
緬







。
拙



が
、
と
拔
衣
紋







に
成

つ
て
、
オ
ホ

ン
、
と
膝



を
つ
い
と
撫

で
て
、
反

る
。

　
風

流

自

喜

偶

歩



















、
と
云

ふ
の
で
、
一
六






が
釜
日





で
え
す
、
と
そ
ゝ
り

出

る
。
懷

中







に
は
唐
詩
選







を
持
參





の
見
當






。
世
間





で
は
、
あ
れ
は
次
男
坊







と
、

敬


し
て
遠



ざ
か
つ
て
、
御
次
男









と
さ
へ
云

ふ
く
ら
ゐ
。
處





を
惣

領







が
甚
六






で
、

三
男






が
、
三
代
目







の
此

の
唐



や
う
と
來

た
日

に
は
、
今



は
じ
ま
つ
た
事



で
は
な

け
れ
ど
、
親



た
ち
の
迷
惑






が
、
憚





り
な
が
ら
思
遣






ら
れ
る
。

　
處





で
、
此

の
蒋
才
子








、
今

日

も
又



例


の
（
喜
偶
歩










。
）
で
、
靴



の
裏
皮






チ

ヤ
ラ
リ
と
出

懸

け
て
、
海
岱
門








と
云

ふ
、
先

づ
は
町
盡






れ
、
新

宿







の
大
木
戸









邊


を
、
ぶ
ら
り
〳
〵
と
、
か
の
反
身





で
、
婦



が
突
當






つ
て
く
れ
れ
ば
可

い
、
な

ど
と
歩

行

く
。

　
樣
子





が
何

う
も
、
ふ
び
ん
や
、
餘



り
小
遣






が
な
か
つ
た
ら
し
い
。
尤





も
地

も

の
張



と
俗



に
號



す
る
徒





は
、
懷

中







の
如
何





に
係



は
ら
ず
、
恁

う
し
た
さ
も
し

い
料
簡






と
、
昔





か
ら
相
場





づ
け
に
極

め
て
あ
る
。

　
最

う
其

の
門



を
出

は
な
れ
て
、
や
が
て
野
路





へ
掛



る
處





で
、
横
道






か
ら
出

て

前


へ
來

て
通



る
車





の
上



に
、
蒋

生







日
頃





大
好
物








の
、
素
敵





と
云

ふ
の
が
乘

つ

て
居

た
。

　
ち
ら
り
と
見

て
、

「
よ
う
。
」
と
反

つ
て
、
茫
然






と
し
て
立

つ
た
。
が
、
ち
よ
こ
〳
〵
と
衣
紋
繕








ひ
を
し
て
、
其

の
車





を
尾

け
は
じ
め
る
。
と
婦



も
心
着






い
た
か
一
寸
々
々











此
方





を
振
返






る
。
蒋

生







ニ
タ
リ
と
な
り
、
つ
か
ず
離



れ
ず
尾

之







、
と
あ
る
工
合





が
、
彼

の
地

の
事



で
、
婦



の
乘

つ
た
は
牛

車







に
相
違





な
い
。
何

う
し
て
蜻
蛉





に
釣

ら
れ
る
や
う
で
も
、
馬
車





だ
と
然

う
は
呼

吸

が
續



か
ぬ
。

　
で
、
時

々







ず
つ
と
寄

つ
て
は
、
じ
ろ
り
と
車





を
見

上

げ
る
の
で
、
や
が
て

は
、
其

の
婦



ツ
ン
と
し
て
、
向



う
を
向

い
て
、
失
禮






な
、
と
云

つ
た
色



が
見

え

た
。
が
、
そ
ん
な
事



に
驚





く
や
う
で
は
、
な
か
〳
〵
以



て
地

も
の
は
張

れ
な
い
。

兎
角





は
一
押






、
と
何

處

ま
で
も
つ
い
て
行

く
と
、
其

の
艷



な
の
が
莞
爾






し
て
、

馭
者






に
は
知

ら
さ
ず
、
眞
白






な
手

を
青



い
袖
口






、
ひ
ら
り
と
招



い
て
莞
爾






し
た
。

　
生
事






、
奴

凧







と
云

ふ
身

で
、
ふ
ら
〳
〵
と
胸



を
煽



つ
た
。
（
喜

出

意












外

）
は
無

理

で
な
い
。

　
之



よ
り
し
て
、
天
下
御
免








の

送

狼









、
艷



に
し
て
其

の
且



美

な
の
も
亦



、

車

の

上


か
ら
幾
度






も
振
返






り
振
返






り
す
る
。
其



が
故



と
な
ら
ず
情





を
含



ん
で
、

何


と
も
以



て
我
慢





が
な
ら
ぬ
。
此

の
あ
た
り
、

神
魂
迷
蕩
不
知
兩
足
※
跚
也




























。
字

だ
け
を
讀

め
ば
物
々






し
い
が
、
餘



り
の
嬉



し
さ
に
腰



が
拔

け
さ
う
に
成

つ
た
の
で
あ
る
。

　
行

く
事



小
半
里







、
田
舍





な
が
ら
大
構






へ
の
、
見

上

げ
る
や
う
な
黒
門






の
中



へ
、

轍




の
あ
と
を
す
る
〳
〵
と
車





が
隱



れ
る
。

　
虹



に
乘

つ
た
中
年
増







を
雲



の
中



へ
見
失






つ
た
や
う
な
、
蒋

生







其

の
時



顏





色

で
、
黄
昏






か
ゝ
る
門



の
外



に
、
と
ぼ
ん
と
し
て
立

つ
て
見

た
り
、
首



だ
け

出

し
て
覗



い
た
り
、
ひ
よ
い
と
扉





へ
隱



れ
た
り
、
し
や
つ
き
り
と
成

つ
て
引
返






し
た
り
、
又



の
そ
〳
〵
と
戻



つ
た
り
。

　
其

處

へ
、
門
内






の
植
込






の
木
隱





れ
に
、
小
女






が
ち
よ
ろ
〳
〵
と
走



つ
て
出

て
、

默


つ
て
目

ま
ぜ
を
し
て
、
塀



に
つ
い
て
此
方





へ
、
と
云

つ
た
仕
方





で
、
前



に
立

つ
か
ら
、
ご
ざ
ん
な
れ
と
肩



を
搖



つ
て
、
足



を
上
下






に
雀
躍






し
て
導





か
れ
る
、

と
小



さ
き
潛

門







の
中



へ
引
込





ん
で
、
利
口





さ
う
な
目

を
ぱ
つ
ち
り
と
、
蒋






生

を
熟



と
見

て
、

「
あ
の
、
後
程






、
内

證







で
御
新
姐









さ
ん
が
。
屹



と
御

待

ち
遊



ば
せ
よ
。
此

處

3



に
。
可

ご
ざ
ん
す
か
。
」
と
囁





い
て
、
す
ぐ
に
、
ち
よ
ろ
り
と
消

え
る
。

「
へ
い
。
」
と
、
思



は
ず
口



へ
出

た
の
を
、
は
つ
と
蓋



す
る
色

男







、
忍



び
の

體


は
喝
采





な
が
ら
、
忽





ち
其

の
手

で
、
低



い
鼻



を
蔽



は
ね
ば
成

ら
な
か
つ
た
の

は
、
恰





も
其

の
立

た
せ
ら
れ
た
處





が
、
廁





の
前



、
は
何

う
で
あ
ら
う
。
蒋

忍








臭
穢
屏
息
良
久

















は
恐



れ
る
。

　
其

處

ら
の
芥



も
眞
黒






に
、
と
つ
ぷ
り
と
日

が
暮

れ
る
と
、
先
刻





の
少
女






が
、

鼠

の

や
う
に
、
又



出

て
來

て
、
「
そ
つ
と
〳
〵
、
」
と
、
何



に
も
言

は
さ
ず
袖



を
曳

く
の
で
、
蒋

生







、
足



も
地

に
着

か
ず
、
土

間

の
大

竈








の
前



を
通



つ
て
、

野
原





の
や
う
な
臺

所







。
二
間





三

間

、
段
々






に
次
第





に
奧



へ
深



く
成

る
と
…
…

燈
火






の
白



き
影



ほ
の
か
に
さ
し
て
、
目

の
前



へ
、
颯



と
紅




の

簾




が
靡



く
、
花



の

霞

に

入

る
心
地





。

　
彌



が
上



に
、
淺
葱





の
襟



を
引
合





は
せ
て
、
恍
惚






と
成

つ
て
、
其

の
簾





を
開

け

て
、
キ
レ
ー
水



の
タ
ラ
〳
〵
と
光



る
君



、
顏



を
中



へ
入

れ
る
と
、
南
無
三









。

　
上

段







づ
き
の
大
廣
間







、
正

面







一
段






高


い
處





に
、
疊





二
疊





も
あ
ら
う
と
思



ふ
、
恰





も
炎





の
池



の
如



き
眞
鍮






の
大
火
鉢







、
炭
火






の
烈
々






と
し
た
の
を
前



に
控



へ
て
、
唯



見

る
一
個





の
大
丈
夫








。
漆





の
中



に
眼





の
輝





く
、
顏
面






凡


て
髯



な
る
が
、

兩

腿







出

し
た
毛

む
く
ぢ
や
ら
、
蝟






の

大
胡
坐







で
、
蒋

生







を
く
わ
つ
と
睨



む
、

と
黒
髯






赤


く
炎





に
照

ら
し
て
、
「
何
奴





だ
。
」
と
怒

鳴

る
の
が
、
ぐ﹅
わ﹅
ん﹅
と
響



い
た
。
あ
つ
と
も
言

は
ず
、
色

男







、
搖





る
や
う
に
わ
な
〳
〵
と
身

を
く
ね
る

と
、
が
つ
く
り
と
成

つ
て
、
腰



か
ら
先



へ
、
べ
た
〳
〵
と
膝



が
崩



れ
る
。

　
少
時






目

が
眩



ん
で
、
氣

が
遠



く
成

つ
て
居

た
が
、
チ
リ
〳
〵
と
琴



が
自
然





に

響


く
や
う
な
、
珠



と
黄
金





の
擦

れ
合

ふ
音



に
、
氣

つ
け
を
注

射

れ
た
心
地





が
し

て
、
幽





に
隅



の
方



で
目

を
開

け
て
、
…
…
車

上







の
美
人





が
お
引
摺





り
の
蹴
出





褄


、
朱
鷺
色









の
扱
帶





と
云

ふ
の
で
、
件





の
黒
髯






の
大



き
な
膝



に
、
か
よ
わ
く
、

な
よ
〳
〵
と
引



つ
け
ら
れ
て
、
白



い
花



咲

く
蔓
草






の
や
う
に
居

る
の
を
見

た
。

「
二
歳





。
」
と
呼

ん
で
、
髯



の
中



に
赤



い
口



を
く
わ
つ
と
開

け
、

「
何

う
だ
、
美





し
か
ら
う
、
お
玉



と
云

つ
て
己





が
妾





だ
。
む
ゝ
、
い
や
、
土






龍

の
や
う
な
奴



だ
が
、
此



を
美





し
い
と
目

を
つ
け
た
眼
力






だ
け
は
感
心






ぢ
や

わ
。
だ
が
、
こ
れ
、
代
物






も
此

の
く
ら
ゐ
の
奴



に
成

る
と
、
必





ず
主



が
あ
る
と

思


へ
。
汝

竟

想

喫

天

龍

肉

耶

























、
馬
鹿
野
郎











。
」

　
言
畢






つ
て
、
肩



に
手

を
掛

け
、
雪



な
す
胸



に
毛

だ
ら
け
の
手

を
無

手

と
置

き
、

横


に
掴



ん
で
、
ニ
タ
〳
〵
と
笑



ふ
。
…
…
と
婦



も
可

厭

は
ず
、
項





も
背



も
靡



い

て
見

え
る
。

　
其

の
御
樣
子









を
見

せ
ら
る
ゝ
、
蒋

生







は
命





の
瀬
戸
際









。
弱



り
果

て
、
堪



り

か
ね
て
、
「
お
慈

悲

、
お
慈

悲

、
歸



り
ま
す
、
お
歸



し
下



さ
い
。
」
と
矢

た
ら

に
叩
頭





を
す
る
の
で
あ
つ
た
。

　
其

の
顏



も
上

げ
さ
せ
ず
、
黒
髯






は
大
喝






し
て
、

「
成

ら
ん
！
」
と
喚



い
て
、

「
折
角






來

た
も
の
を
唯



は
返



さ
ぬ
。
奴





、
先

づ
、
名

を
名

乘

れ
。
何



と
云

ふ
、

何

處

の
青
二
歳







だ
。
」

　
惡



く
僞





り
を
申
上






げ
る
と
、
股



か
ら
裂

か
れ
さ
う
に
思



つ
た
の
で
、
お
め
〳

〵
と
親



の
姓



、
自
分





の
名

を
言

ふ
。

「
お
慈

悲

、
お
慈

悲

。
」

　
是



を
聞

い
て
、
黒
髯






、
破
顏





し
て
笑



を
含



み
、

「
は
あ
、
嘘



は
言

ふ
ま
い
、
此

の
馬
鹿
野
郎











。
汝





の
爺





と
、
己



は
兄
弟
分









だ

ぞ
。
こ
れ
。
」

「
や
、
伯

父

さ
ん
」
と
蒋

生







蘇
生






つ
た
や
う
に
思



つ
て
、
は
じ
め
て
性

分







の
黄

な
聲



を
出

し
て
伸
上






る
。

「
默



れ
！
　
甥



の
癖



に
伯
父
樣









の
妾





を
狙



ふ
。
愈
々






以


て
不
埒





な
奴



だ
。
な
め

く
ぢ
を
煎



じ
て
飮

ま
し
て
、
追
放






さ
う
と
思



う
た
が
、
然

う
聞

い
て
は
許



さ
ぬ

4麥搗



わ
。
」

　
と
左
右





を
顧





み
、
下
男
等







に
言



つ
け
て
、
持

つ
て
來

さ
し
た
握

太







な
杖



二

本


。
「
這
奴





、
尻



を
撲





せ
。
」

　
畏





ま
つ
て
候




と

、
右

左







か
ら
頸
首






を
取

つ
て
の﹅
め﹅
ら﹅
せ
る
、
と
お
妾





面




を

蔽


う
た
時



、
黒
髯






は
眉



を
顰



め
て
、

「
や
、
撲





す
の
は
止

め
ろ
、
杖



が
汚



れ
る
、
野
郎





褌



が

薄

汚







い
。
」

　
さ
て
〳
〵
淺
間





し
や
、
親



の
難
儀





が
思



は
れ
る
。
先

づ
面





を
上

げ
さ
せ
ろ
。

で
、
キ
レ
ー
水



を
熟



と
視



め
て
、

「
む
ゝ
。
如

何

に
も
其

の
面



、
親



に
似

ぬ
鼻



の
低



さ
を
見

ろ
。
あ
つ
て
も
な
う

て
も
同



じ
物



ぢ
や
、
殺

い
で
く
れ
う
。
」

　
と
小
刀






を
ギ
ラ
リ
と
拔

く
。

　
今



は
早

や
、
お
慈

悲

、
お
慈

悲

の
聲



も
嗄

れ
て
、
蒋

生







手
放





し
に
、
わ
あ

と
泣
出





し
、
涙





雨


の
如



く
下



る
と
聞

け
ば
、
氣

の
毒



に
も
又



あ
は
れ
に
成

る
。

「
も
う
可

う
ご
ざ
ん
す
、
旦
那





、
堪
忍






し
て
遣

ら
し
や
ん
せ
。
」

　
と
婀

娜

な
聲



で
、
膝



を
擦



つ
て
、
其

の
美
人





が
と
り
な
し
て
も
、
髯



を
振

つ

て
肯

か
な
い
の
で
。

「
其

の
か
は
り
、
昨
日





下
百
姓










か
ら
納



め
ま
し
た
、
玄
麥






が
五

斗

ご
ざ
ん
し

た
ね
、
驢

馬

も
病
氣






を
し
て
居

ま
す
、

代

驢

磨

麺

贖

罪























」
と
云

ふ
。

「
驢

馬

の
代



り
は
お
も
し
ろ
い
。
何

う
だ
。
野
郎





、
麥



を
搗

く
か
。
」

　
生



、
連
聲
應
諾










。

「
は
い
、
は
い
、
は
い
、
何

う
ぞ
、
お
慈

悲

、
お
慈

悲

。
」

「
さ
あ
、
も
う
、
お
や
す
み
な
さ
い
ま
し
、
ほ
ゝ
ほ
ゝ
ゝ
。
」

　
と
婦



が
袖



を
合

は
せ
る
、
さ
ら
り
と
簾





。
其

の
紅




の

幕


の
外



へ
、

「
失

せ
を
れ
。
」

　
と
下
男





兩

人







、
腰



の
立

た
な
い
蒋

生







を
抱



へ
て
、
背

戸

へ
ど
ん
と
掴



み

出

す
。

　
え
つ
さ
、
こ
ら
さ
、
と
麥



を
背

負

つ
て
、
其

の
下
男





ど
も
が
出
直





し
て
、
薪



雜
木






の
手

ぐ
す
ね
引

い
て
、

「
や
い
、
驢

馬

。
」

「
怠

惰

け
る
と
お
見
舞
申







す
ぞ
。
」

　
眞
晝





の
や
う
な
月
夜





に
立

つ
て
、
コ
ト
〳
〵
麥



を
搗

い
た
と
さ
。

　
縁
日






あ
る
き
の
若
人






た
ち
、
愼





ま
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
、
と
唐



の
伯

父

御

が

申


さ
る
ゝ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
四
十
三
年
十
二
月

5



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
鏡
花
全
集
　
巻
二
十
七
」
岩
波
書
店

　
　
　1942
（
昭
和17

）
年10

月20

日
第1

刷
発
行

　
　
　1988
（
昭
和63

）
年11

月2

日
第3

刷
発
行

※
題
名
の
下
に
あ
っ
た
年
代
の
注
を
、
最
後
に
移
し
ま
し
た
。

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
麥
搗
《
む
ぎ
つ
き
》
」
と
ル
ビ
が
つ
い
て
い
ま
す
。

入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
川
山
隆

2011

年9

月4

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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